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『社会教育研究 JC r社会教育研究室報』
改題〉の刊行にあたって

教育科学、とりわけ社会教育の研究は実践現場との交流なしにはなり立ちえない。たえず実践に学

び、そ ζから提起される課題をみずからの研究課題として受けとめ科学的に解明する、という態度が

教育科学の学徒にはたゆみなく求められでいる。 ζのような見地から当研究窪で『社会教苦手研究室主報』

を独自に刊行したのは、 19 7 5年であった。当時の研究室の担任教張、美土路達雄先生(現名寄女子

短期大学長)のど指導のもとに実現したのであった。いらい 8度にわたって『室報』を刊行してきた

が、最近は、研究室として別の形での研究成果の公刊に時間を割いてきたとともあって、『室報Jは

197 7年以後は刊行されないまま現在にいたっている。

今回、数年ぶりでき語研究室さの編集になる研究誌を続干1]する運びとなったわけであるが、その際、こ

の名称を従来の『社会教育研究釜報』から『社会教育研究』と改題した ζ とについては私たちの少な

からぬ思いが ζめられている。それは、ひとつには研究誌を研究室主の部内誌にとどめることなく、ひ

ろく社会教育関係者の研究交流、切援琢緩の場にしたいという期待をこめての ζとであり、いまひと

つには、そうした交流の拡がりのなかにあっても、なお研究誌としての内容・水準を保ち、引きょげ

ていく努力を続けたいと願っているからにほかならない。

折りしも社会教育に対する関心はいっそう高まり拡がりつつある。 r高度成長j下で編成されてき
た社会教育は、磁調・ f行革j路線が現実化する中であらためで大きな試練に直面している。盟民

一人ひとりの学習権に基礎を置き地域に根ざした社会教育をいかに創造・発展させるか、 ζれは社会

教育を学び実践する者にとってはひとときといえどもゆるがせにできない課題である。

乙の研究誌が、そうした現実感覚を大切にし、稚拙をおそれない大砲な問題提起とそれをめぐる活

発な討論の場となる ζと、そしてそれが契機となってより精微で体系だった研究が成就し、社会教育

活動にいささかでも寄与する ζとができれば刊行の呂的のひとつはかなえられる ζとになろう。その

ような思いで、私たちは ζの研究誌を育てていきたいと考えている。本誌に対する大方の忌俸のない

ど批判とど協力を心からお願いする次第である。
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